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2．教育活動の概要 

2.1 学部 

2.1.1 講義 

 

磁：地磁気世界資料解析センター， 防：防災研究所， 別：地球熱学研究施設， 

阿：地球熱学研究施設火山研究センター 

  

科 目 前・後 担 当 教 員 

地球物理学概論Ⅰ 前 田口 聡・久家慶子 

地球物理学概論Ⅱ 後 重 尚一・吉川 裕・金子善宏 

計算地球物理学 後 石岡圭一 

計算地球物理学演習 後 石岡圭一・根田昌典・風間卓仁 

地球連続体力学 後 宮﨑真一 

観測地球物理学 前 齊藤昭則・重 尚一・吉川 裕・横尾亮彦（阿） 

観測地球物理学演習 A 

 
夏期集中 

宮﨑真一・大倉敬宏（阿）・齊藤昭則・風間卓仁・

宇津木 充(阿)・横尾亮彦（阿）・原田裕己・ 

坂崎貴俊 

観測地球物理学演習 B 夏期集中 
柴田智郎（別）・吉川 裕・大沢信二(別)・楠本成

寿（別） 

地球連続体力学からの展開 

弾性体力学 

後 

前 

宮﨑真一 

金子善宏 

地球流体力学 前 重 尚一 

電離気体電磁力学 前 齊藤昭則 

地球物理学のためのデータ解析法 前 向川 均・宮﨑真一 

海洋物理学Ⅰ 後 吉川 裕 

気象学Ⅰ 後 石岡圭一 

地球電磁気学 後 藤 浩明（磁） 

物理気候学 前 重 尚一 

固体地球物理学 A 後 久家慶子・大倉敬宏（阿） 

地球物性物理学 後 清水以知子 

測地学 前 宮﨑真一・深畑幸俊(防)・楠本成寿（別） 

地震学 前 久家慶子・James J. Mori(防) 

海洋物理学Ⅱ 前 吉川 裕 

気象学Ⅱ 前 石岡圭一 

太陽地球系物理学 前 田口 聡 

陸水学 前 大沢信二(別)  

火山物理学 前 
大倉敬宏(阿)・井口正人(防)・大見士朗（防）・ 

宇津木 充(阿)・横尾亮彦(阿) 

地球熱学 前 
大沢信二（別）・柴田智郎（別）・楠本成寿

（別） 
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阿：地球熱学研究施設火山研究センター，人：人間・環境学研究科，生：生存圏研究所 

科 目 前・後 担 当 教 員 

地質科学概論Ⅰ 前 山路 敦・成瀬 元 

地質科学概論Ⅱ 後 下林典正・河上哲生 

グローバルテクトニクス 前 田上高広・古川善紹（阿） 

基礎地質科学実習 後 下林典正・三宅 亮・堤 昭人・松岡廣繁・   

河上哲生・渡邊裕美子・成瀬 元 

生物圏進化史 後 松岡廣繁 

太陽系と地球の化学 前 伊藤正一・高橋けんし(生)・野口高明 

岩石学 後 河上哲生 

鉱物学 後 下林典正・三宅 亮 

地質調査・分析法Ⅰ 前 山路 敦・佐藤活志・成瀬 元・生形貴男・ 

河上哲生 

古生物学Ⅰ 後 生形貴男 

地球テクトニクスⅠ 後 田上高広・渡邊裕美子 

地質調査・分析法Ⅱ 後 
三宅 亮・下林典正・堤 昭人・河上哲生・ 

渡邊裕美子・佐藤活志・伊藤正一・伊神洋平 

構造地質学 後 佐藤活志・山路 敦 

宇宙地球化学 後 伊藤正一・野口高明 

岩石学実験 後 河上哲生 

地質科学野外巡検ⅠＡ 前 地球惑星科学系教員多数 

地質科学野外巡検ⅠＢ 後 地球惑星科学系教員多数 

地球テクトニクス実習Ⅰ 後 田上高広・堤 昭人・渡邊裕美子 

宇宙地球化学実習 後 伊藤正一・野口高明 

地層学実験 後 佐藤活志・成瀬 元・山路 敦 

地質科学野外巡検Ⅱ 後 山路 敦・河上哲生 

地球惑星史基礎論 前 生形貴男・田上高広・伊藤正一 

地球惑星物質科学基礎論 前 下林典正・河上哲生 

地質科学表層プロセス基礎論 前 成瀬 元・渡邊裕美子 

地質科学内部プロセス基礎論 前 山路 敦・田上高広 

地史学実験 後 生形貴男・松岡廣繁 

鉱物科学実験 後 三宅 亮・伊神洋平・下林典正 

古生物学Ⅱ 前 生形貴男・成瀬 元・松岡廣繁 

鉱物学特論 前 下林典正・伊神洋平・三宅 亮 

変成岩岩石学 前 河上哲生 

鉱物学実習 前 三宅 亮・伊神洋平・下林典正 

地球テクトニクス実習Ⅱ 前 田上高広・堤 昭人・渡邊裕美子 

理論テクトニクス 前 山路 敦・佐藤活志 

堆積学 後 成瀬 元 

古生物学実験 前 生形貴男・成瀬 元・松岡廣繁 

地球テクトニクスⅡ 前 堤 昭人・田上高広 
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全学共通科目 

科 目 前・後 担 当 教 員 

地球の物理 前 地球惑星科学系教員多数 

How the Earth Works: Environmental 

Change－地球の営み：環境変動－ 
前 Bogdan Enescu 

ILAS セミナー：太陽・地球・惑星の科

学 
前 田口 聡 

ILAS E2 ゼミナール：Frontiers of 

Earthquake Science 
前 Bogdan Enescu 

プラズマ科学入門 後 齊藤昭則（分担） 

How the Earth Works: Earth’s 

History－地球の営み：地球史－ 
後 Bogdan Enescu 

ILAS E2 ゼミナール： Earthquakes & 

Volcanoes - Prediction and Hazards 
後 Bogdan Enescu 

地球科学実験 後 原田裕己（分担）・坂崎貴俊（分担） 

情報基礎演習［理学部］ 後 坂崎貴俊（分担） 

自然災害の科学 後 清水以知子 

フィールド地球科学 前 成瀬 元・伊藤正一（分担） 

地球科学実験 前 堤 昭人（分担） 

ILAS セミナー：鉱物の世界への誘い  

  ～鉱物好き，大集合！～ 
前 下林典正 

ILAS セミナー：惑星・衛星の地学 前 山路 敦 

地球の誕生と進化 後 
生形貴男（分担）・下林典正（分担）・ 

河上哲生（分担） 

   

 

2.1.2 課題演習 

 

課 題 名 担  当  教  員 

DA：固体地球系 久家慶子・大倉敬宏（阿）・宮﨑真一・清水以知子・風間卓仁 

DB：流体地球系 石岡圭一・吉川 裕・根田昌典・重 尚一・原田裕己・坂崎貴俊・ 

今城 峻（磁） 

DC：固体地球系 地球惑星科学教員多数 

DD：流体地球系 地球惑星科学教員多数 

E1：地質科学研究法 1 山路 敦・佐藤活志・成瀬 元・生形貴男・河上哲生 

E2：地質科学研究法 2 

 

三宅 亮・下林典正・堤 昭人・河上哲生・渡邊裕美子・ 

山路 敦・松岡廣繁・佐藤活志・伊藤正一・伊神洋平 

 

課題演習 DA・DB （地球物理学分野） 

・2021 年度登録者 総計 28 名 

・2022 年度登録者 総計 24 名 

 

課題演習 E1・E2 （地質学鉱物学分野） 

・2021 年度登録者 総計 16 名 
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・2022 年度登録者 総計 14 名 

 

2.1.3 課題研究 

 

課   題  名 担   当   教   員 

T1：電磁気圏 

 

T2：大気圏・水圏 

 

T3：固体圏 

 

T11：地球テクトニクス 

T12：岩石学 

T13：鉱物学 

T14：地層学 

T15：地史学 

T16：宇宙地球化学 

田口 聡・松岡彩子(磁)・齊藤昭則・藤 浩明(磁)・宇津木 充(阿)・ 

原田裕己・今城 峻(磁) 

向川 均・石岡圭一・重 尚一・秋友和典・吉川 裕・ 

根田昌典・大沢信二(別) ・柴田智郎（別）・坂崎貴俊 

宮﨑真一・久家慶子・金子善宏・ENESCU, Bogdan Dumitru・ 

清水以知子・風間卓仁・大倉敬宏(阿)・横尾亮彦（阿） 

田上高広・ZWINGMANN, Horst・堤 昭人・渡邊裕美子 

河上哲生 

下林典正・三宅 亮・伊神洋平 

生形貴男・成瀬 元・松岡廣繁 

山路 敦・佐藤活志 

伊藤正一・野口高明 

  

磁：地磁気世界資料解析センター, 別：地球熱学研究施設,  阿：地球熱学研究施設火山研究センター 

 

・ 課題研究の題目(括弧内は指導教員名； 磁：地磁気世界資料解析センター, 別：地球熱学研究施設   

阿：地球熱学研究施設火山研究センター) 

T1   太陽風が駆動する火星電離圏波動の複数機観測（原田裕己） 

T1   時間変化磁場の逐次内外分離に基づく地球内部電磁誘導（藤 浩明(磁)） 

T1   BepiColombo 及び PVO を⽤いた⾦星尾部の磁場構造の解析（松岡彩子(磁)） 

T1   地球磁気圏尾部内における月希薄電離大気の南北非対称性（原田裕己） 

T1   プラズマ構造が中性大気に与える影響に関する数値モデルの開発（齊藤昭則） 

T1   将来の Es 層観測ロケット実験に向けた過去の観測データ解析（齊藤昭則） 

T2  海洋表層混合層から下層への熱輸送についての研究（吉川 裕） 

T2  ウィンドプロファイラ観測データを用いた 2020 年台風 10 号に関する研究（坂崎貴俊）  

T2  海面加熱時におけるラングミュア循環と混合層深度についての研究（吉川 裕） 

T2  レーダ反射強度と落下速度を用いた層状性降水中の固体降水粒子タイプの推定（重 尚一） 

T2  東海沖における海洋貯熱量が日本に接近する台風の勢力に及ぼす影響（向川 均） 

T2  地下水流動方程式に基づいた揚水特性に関する数値計算（柴田智郎） 

T2  太平洋高気圧の夏季の西伸と亜熱帯モード水形成量の年々変動との関係についての研究（吉川 

裕） 

T2  ドローンを用いた接地層の風速観測（坂崎貴俊） 

T3  Adjoint tomography を用いたニュージーランド北島北東沖の付加体構造の理解に向けて（金子

善宏） 

T3  高温高圧下での長崎蛇紋岩の変形実験：脱水脆性化と破壊条件（清水以知子） 

T3  陸水物理モデルを用いた国立天文台水沢の陸水重力変化の再現（風間卓仁） 

T3  熊本地震で観測された TEC(Total Electron Content)のモデリング（金子善宏） 

T3  2013 年 8 月 18 日桜島噴火時のモーメントテンソル解の推定（久家慶子） 

T3  桜島火山における球状圧力源変動と局所的沈降に関する考察（風間卓仁） 
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・課題研究の題目(括弧内は指導教員名) 

T11   年輪セルロース酸素同位体比による小樋尻遺跡出土材の年代決定法の検討 

（渡邊裕美子） 

   ナノインデンテーション法を用いた単結晶石英の微小領域変形に及ぼす湿度の影響 

（堤 昭人） 

  比叡山スギの年輪幅の気候応答と古気候復元（渡邊裕美子） 

T12   和歌山県かつらぎ町船岡山に産する泥質片岩の温度圧力見積もり（河上哲生） 

T13   Aguas Zarcas 隕石の鉱物学的研究（三宅 亮） 

  鳥取県日南町日野上鉱山産クインティナイトのポリタイプの検討（下林典正） 

    ALCHEMI によるオリビン中元素の結晶内分配係数の推定（伊神洋平） 

T14   岐阜県高山市荘川町で新しく発見されたトリティロドン類の検討（松岡廣繁） 

   正常巻きアンモノイドの静止姿勢復元に対するカメラル液の影響の評価 

（生形貴男） 

  畳み込みニューラルネットワークを用いた土石流堆積物の逆解析手法の開発 

（成瀬 元） 

T16   Ivuna, Orgueil CI コンドライトと Yamato 980115 隕石の岩石学鉱物学的研究 

（野口高明） 

   小惑星リュウグウ細粒粒子のサイズ分布と形状の特徴（野口高明） 

 

2.1.4 卒業後の進路 

 

地球物理学分野 

 京都大学大学院理学研究科地球惑星科学専攻進学 １７名 

 京都大学大学院情報学研究科進学 １名 

 他大学大学院への進学 １名 

 就職 ２名  ㈱ウィルウェイ、気象庁 

 

地質学鉱物学分野 

 京都大学大学院理学研究科地球惑星科学専攻進学     ５名 

 就職等                        ８名 

 

2.2 大学院 

2.2.1 特別講義 

・海洋物理学 

青木 茂（北海道大学低温科学研究所 准教授） 

・大気科学 

藤原正智（北海道大学大学院地球環境科学研究院 准教授） 

・地形学 

早川裕一（北海道大学大学院地球環境科学研究院 准教授） 

・地球熱学 

寺田暁彦（東京工業大学理学院火山流体研究センター 専任講師） 
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  ・太陽物理学、宇宙総合学 

  磯部洋明（京都市立芸術大学美術学部 准教授） 

・変動地形学 

堤 浩之（同志社大学理工学部 教授） 

・構造地質学 

山本由弦（神戸大学理学研究科 教授） 

 

2.2.3 大学院修士課程入学者 

 

（地球物理学分野） 

・入学試験, 合格者 29 名

・出身大学 

京都大学理学部 19 名,京都大学総合人間学部 1 名, 関西大学社会安全学部 1 名,北海道大学理学部 1 名, 

瀋陽農業大学農学部 1 名 

 

（地質学鉱物学分野） 

・入学試験, 合格者 9 名

・出身大学 

京都大学・理学部 5 名，和歌山大学 1 名 

 

2.2.4 大学院博士課程進学・編入学者 

 

（地球物理学分野） 

・編入学試験, 合格者数 2名

・出身大学 

中国地質大学中国地質学院 1名、成都信息工程大学大気科学研究科 1名 

・国費留学生選抜試験, 合格者数 1名

 

・進学・編入学試験, 合格者数：9名

・出身大学 

京都大学大学院理学研究科 6名, 大阪大学大学院理学研究科 1名,島根大学大学院総合理工学研究科 1名, 

 University of Western Earth Science研究科 1名 

 

（地質学鉱物学分野） 

・進学試験，   合格者数 4名

・出身大学 

  京都大学大学院理学研究科 4名

 

2.2.6 学位 

2.2.6.1修士 

（地球物理学分野で審査をしたもの） 

No. 氏   名 論 文 題 目 

1  機械学習を用いた摩擦パラメータの時間変化の推定 

2  水面波による混合の強度とメカニズムに関する実験的研究 
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3  北極域内核表層 100km における東西半球境界について 

4  北向き IMF 時におけるカスプイオン降下とマグネトシースプラズマ流との関係 

5  
空振波形解析による阿蘇山中岳第一火口底物質の粘性推定 

―2015 年 10 月 23 日マグマ水蒸気爆発発生前を例にして― 

6  
月周辺におけるホイッスラーモード波のスペクトルについて 

─Rising tone の存在とスペクトル形状の空間分布 

7  衛星搭載降水レーダの二周波観測を活用した山岳域降水検出手法の開発 

8  2016 年熊本地震による阿蘇火山周辺の地殻変動とマグマだまりへの影響 

9  古第三紀始新世の地形変化による海洋熱塩循環場変化とその力学機構について 

10  アジョイント法に基づくスロースリップ発生域の摩擦特性の推定 

11  レーダー干渉計インバージョンによる３次元風速場推定手法の開発 

12  爆弾低気圧の予測可能性と降雪量との関係 

13  
アンサンブル手法を用いた熱帯低気圧進路の予測可能性及びデータ同化手法に

関する研究 

14  機械学習を用いた桜島における火山性地震の分類 

15  2017 年長野県南部の地震(Mj5.6)の断層近傍における応力場推定 

16  
気象衛星ひまわり 8 号機動観測を用いた台風の対流バーストの特徴と台風の急

発達との関連について

17  多項目観測データから見た 2016 年阿蘇火山爆発的噴火の発生過程 

18  
2000 年以降に日本列島で発生した余震のパラメーターと地殻熱流量との間の考

えられる関係性についての調査 

19  2018 年北海道胆振東部地震におけるテフラ崩壊に基盤地質が及ぼす影響 

20  
湿潤対流の数値シミュレーションにおける鉛直解像度の変化に対する雲物理ス

キームの応答 

 

（地質学鉱物学分野で審査をしたもの） 

No. 氏   名 論 文 題 目 

1  単一試料中に共存する反時計回りと時計回りの温度圧力履歴を示唆する 

変成組織-東南極セール・ロンダーネ山地ブラットニーパネの例- 

2  ミャンマー産チークの年層内セルロース酸素同位体比から見る気候復元の 

可能性 

3  芦生研究林におけるスギ・サワグルミの年層内同位体比変動による高分解能 

古気候復元の可能性 

4  透過型電子顕微鏡を用いた輝石の相転移の高温その場観察 

5  モナザイトを用いたフィッション・トラック熱年代学-低温領域熱年代手法の

開発- 

6  Characterization of carnivore coprolites based on microscopic features 

and chemical composition 
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7  ランダム法による応力逆解析手法の効率化 

8  Formation mechanism of spaced stratification: An approach from grain 

fabric analysis using CNN 

9  有鱗目としてのモササウルス類の歯周組織の解釈 

10  Estimation of thermal/denudation histories in the Tanigawa-dake area 

based on thermochronological methods 

11  中生代鳥類足跡化石の新規分類基準の提案と福井県大野市の手取層群(下部白

亜系)から発見された鳥類足跡化石の記載と分類 

12  
完晶質な深成岩形成過程におけるメルト中の主要元素拡散-珪長質岩および中

間質岩からなる複合岩脈の鉱物化学組成からの制約- 

13  
Consideration for the evolution of Aves with combination of living 

bird's hind limbs morphology and phylogenetic data 

 

・令和３年度地球惑星科学専攻修士論文賞 

 今村春香（地球物理学） 

 田旗栄太（地球物理学） 

 沢口 航 （地球物理学） 

池田勇人（地質学鉱物学） 

 片山喜登（地質学鉱物学） 

瀬岡理子（地質学鉱物学） 

山崎あゆ（地質学鉱物学） 

 

2.2.6.2 博士 

（地球物理分野で審査をしたもの） 

 氏   名 学位授与日 論 文 題 目 

津田寛大 2021.5.24 山陰地方における地震波速度構造と内陸地震発生の関係 

竹村和人 2021.7.26 夏季アジアジェット上のロスビー波束の伝播及び砕波と太平洋・

日本パターンとの関連性に関する研究 

Plata Martínez 

Raymundo Omar 

2021.9.24 Seismic source properties of slow and fast earthquakes in 

the Guerrero seismic gap, Mexico  

石井杏佳 2022.3.23 阿蘇火山 2014-2015 年活動期におけるマグマヘッドの深さの時間

変化 

  Chang Chengrui 

 

2022.3.23 Experimental Study on Tertiary Creep Behavior of Soils in 

Ring-shear Tests and its Implication for the Failure-time 

Forecast of Landslides 

柳瀬友朗 2022.3.23 Numerical study on the self-aggregation of moist 

convection in radiative-convective equilibrium 

大井川智一 2022.3.23 Significance of the Alfvén waves in the thermospheric 

dynamics in the cusp region 

鈴木健士 2022.3.23 自然岩石試料の電気トモグラフィーに向けた電流印加表面電位分

布の計測手法 

 

 

（地質学鉱物学分野で審査をしたもの） 
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氏   名 学位授与日 論 文 題 目 

VALERA, 

Gabriel 

Theophilus 

Vinalay  

2022.3.23 The boundary of the subducting slab and mantle wedge of an 

incipient arc: P-T-D history, mixing and fluid-related 

processes recorded in the Dalrymple Amphibolite, Palawan 

Ophiolite (the Philippines) 

（初期島弧の沈み込むスラブーマントルウェッジ境界：フィリヒ

ン・パラワンオフィオライト中のダーリンプル角閃岩に記録され

た温度•圧力•変形履歴、岩石混合および流体の関与プロセスにつ

いて） 

古居晴菜 2022.3.23 Evolutionary morphology of ostracod carapace: functional 

trade-offs among carapace-closing abilities and postural 

stability 

（貝形虫の進化形態学的研究：閉殻力と姿勢の安定性のトレード

オフ関係） 

 

2.2.7 大学院修了後の進路 

（地球物理分野） 

・修士課程 

 京都大学理学研究科地球惑星科学専攻博士課程進学 6 名 

 ㈱建設技術研究所、農林中央金庫、（財）日本気象協会、石油資源開発㈱、日本工営㈱、日本生命保険

（相）、㈱野村総合研究所、東京海上ディーアール㈱、TIS㈱、㈱ナガセ、㈱ベリザーブ、中部電力㈱、 

㈱コーエーテクモホールディングス、海上保安庁、宇宙航空研究開発機構 

 

・博士課程 

京都大学、東京大学、㈱日立システムズ、理化学研究所 

 

（地質学鉱物学分野） 

・修士課程 

  京都大学理学研究科地球惑星科学専攻博士課程進学 4 名， 

   (株）博報堂 DY メディアパートナーズ、みずほリサーチ＆テクノロジーズ（株）、大和証券（株） 

（株）オージス総研、静岡ガス（株）、ユナイテッド・セミコンダクター・ジャパン（株） 

（株）パルス・システム 住鉱資源開発（株）、（株）JERA 事務職 

就職準備中 3 名 

 

・博士課程 

  国土地理院、京都大学理学研究科非常勤研究員、京都大学理学研究科教務補佐員 

就職準備中（2 名） 

 

付録 1．論文・報告書・著書 

 

◇論文 

（地球物理分野） 

Andoh, S., Saito, A. and Shinagawa, H., 2021. Temporal evolution of three-dimensional structures of metal ion layer 

around Japan simulated by a midlatitude ionospheric model. Journal of Geophysical Research: Space Physics, 126, 

e2021JA029267. https://doi.org/10.1029/2021JA029267 

Andoh, S., Saito, A. and Shinagawa, H., 2022. Numerical simulations on day-to-day variations of low-latitude Es layers 

at Arecibo. Geophysical Research Letters, 49, e2021GL097473. https://doi.org/10.1029/2021GL097473 

Aonashi, K., Tashima, T., Kubota, T. and Okamoto, K., 2021. Introduction of a Mixed Lognormal Probability 

Distribution Function and a New Displacement Correction Method for Precipitation to the Ensemble-Based 
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Variational Assimilation of the All-Sky Microwave Imager Brightness Temperatures, J. Meteor. Soc. Japan. 99, 

1201–1230, doi:10.2151/jmsj.2021–059. 

Chow, B., Kaneko, Y., Tape, C., Modrak, R., Mortimer, N., Bannister, S. and Townend, J., 2022. Strong upper-plate 

heterogeneity at the Hikurangi subduction margin (North Island, New Zealand) imaged by adjoint tomography, 

Journal of Geophysical Research: Solid Earth, doi:10.1029/2021JB022865. 

Chow, B., Kaneko, Y. and Townend, J., 2022. Evidence for deeply-subducted lower-plate seamounts at the Hikurangi 

subduction margin: implications for seismic and aseismic behavior, Journal of Geophysical Research: Solid Earth, 

doi:10.1029/2021JB022866. 

Hara, T., Huang, Z., Mitchell, D. L., DiBraccio, G. A., Brain, D. A., Harada, Y. and Luhmann, J. G., 2022. A 

Comparative Study of Magnetic Flux Ropes in the Nightside Induced Magnetosphere of Mars and Venus, Journal 

of Geophysical Research: Space Physics, 127, e2021JA029867. https://doi.org/10.1029/2021JA029867 

Harada, Y., Kasahara, Y., Nishino, M. N., Kurita, S., Saito, Y., Yokota, S., Kumamoto, A., Takahashi, F. and Shimizu, 

H., 2021, Global Maps of Solar Wind Electron Modification by Electrostatic Waves Above the Lunar Day Side: 

Kaguya Observations, Geophys. Res. Lett., 48, e2021GL095260. https://doi.org/10.1029/2021GL095260 

Hirose, M., Shige, S., Kubota, T., Furuzawa, F., Minda, H. and Masunaga, H., 2021. Refinement of surface precipitation 

estimates for the Dual-frequency Precipitation Radar on the GPM Core Observatory using near-nadir 

measurements, J. Meteor. Soc. Japan, 99, 1231–1252, doi:10.2151/jmsj.2021–060.  

Inchin, P., Snively, J., Kaneko, Y., Zettergren, M. and Komjathy, A., 2021. Inferring the evolution of a large earthquake 

from its acoustic impacts on the ionosphere, AGU Advances, doi:10.1029/2020AV000260. 

Inchin, P., Guerrero, J.A., Snively, J. and Kaneko, Y., 2022. Simulation of Infrasonic Acoustic Wave Imprints on 

Airglow Layers During the 2016 M7.8 Kaikoura Earthquake, Journal of Geophysical Research：Space Physics, 

127(3), doi:10.1029/2021JA029529. 

Inoue, T., Ito, Y., Wallace, L. M., Yoshikawa, Y., Inazu, D., Soliman, E., Garcia, M., Muramoto, T., Webb, S. C., Ohta, 

K., Suzuki, S. and Hino, R., 2021. Water Depth Dependence of Long‐Range Correlation in Nontidal Variations 

in Seafloor Pressure, Geophysical Research Letters, v.48, n.8, e2020GL092173, doi: 10.1029/2020gl092173 

Kotani, T., Toida, M., Moritaka, T. and Taguchi, S., 2021. PIC Simulation of Energetic-ion Injection Effects on 

Nonlinear Development of Lower Hybrid Wave Instabilities, J. Phys. Soc. Jpn., 90, 124501, 

https://doi.org/10.7566/JPSJ.90.124501. 

Matsuzawa, T., Shimizu, I., Nishimura, T., Spiers, C. J., Nakajima, J. and Kawamoto, T., 2021, Special issue "Crustal 

dynamics: toward integrated view of island arc seismogenesis”, Earth, Planets and Space, v. 73, 32 

https://doi.org/10.1186/s40623-020-01337-5 

Nakano, S., Hozumi, Y., Saito, A., Yoshikawa, I.,  Yamazaki, A., Yoshioka, K. and Murakami, G. (2021). EUV signals 

associated with O+ ions observed from ISS-IMAP/EUVI in the nightside ionosphere, Earth, Planets and Space, 

73, 151,  https://doi.org/10.1186/s40623-021-01479-0 

Nishino, M. N., Kasahara, Y., Harada, Y., Saito, Y., Tsunakawa, H., Kumamoto, H., Yokota, S., Takahashi, F., 

Matsushima, M., Shibuya, H., Shimizu, H. and Miyashita, Y., 2022. An event study on broadband electric field 

noises and electron distributions in the lunar wake boundary, Earth, Planets and Space 74, 9. 

https://doi.org/10.1186/s40623-021-01566-2 

Ogohara, K., Nakagawa, H., Aoki, S., Kouyama, T., Usui, T., Terada, N., Imamura, T., Montmessin, F., Brain, D., 

Doressoundiram, A., Gautier, T., Hara, T., Harada, Y., Ikeda, H., Koike, M., Leblanc, F., Ramirez, R., Sawyer, E., 

Seki, K., Spiga, S., Vandaele, A. C., Yokota, S., Barucci, A. and Kameda, S., 2022. The Mars system revealed by 

the Martian Moons eXploration mission, Earth, Planets and Space 74, 1 . https://doi.org/10.1186/s40623-021-

01417-0 

Oigawa, T., Shinagawa, H. and Taguchi, S., 2021. Time-dependent responses of the neutral mass density to 

magnetospheric energy inputs into the cusp region in the thermosphere: A high-resolution two-dimensional local 

modeling, Earth, Planets, and Space, 73, 201, doi: 10.1186/s40623-021-01535-9, 2021.   

Perez-Silva, A., Kaneko, Y., Savage, M., Wallace, L., Li, D. and Williams, C., 2022. Segmentation of shallow slow slip 

events at the Hikurangi subduction zone explained by along-strike changes in the fault geometry and plate 

convergence rates, Journal of Geophysical Research: Solid Earth, doi:10.1029/2021JB022913. 

Perez-Silva, A., Li, D., Gabriel, A.-A. and Kaneko, Y., 2021. 3D modeling of long-term slow slip events along the flat-

slab segment in the Guerrero Seismic Gap, Mexico, Geophysical Research Letters, 48, e2021GL092968, 

doi:10.1029/2021GL092968. 

Poppe, A. R., Xu, S., Liuzzo, L., Halekas, J. S. and Harada, Y., 2021. ARTEMIS observations of lunar nightside surface 

potentials in the magnetotail lobes: Evidence for micrometeoroid impact charging, Geophysical Research Letters, 

48, e2021GL094585. https://doi.org/10.1029/2021GL094585 

Saito, Y., Delcourt, D., Hirahara, M., Barabash, S., André, N., Takashima, T., Asamura, K., Yokota, S., Wieser, M., 

Nishino, M. N., Oka, M., Futaana, Y., Harada, Y., Sauvaud, J. A., Louarn, P., Lavraud, B., Génot, V., Mazelle, C., 
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Dandouras, I., Jacquey, C., Aoustin, C., Barthe, A., Cadu, A., Fedorov, A., Frezoul, A. M., Garat, C., Le Comte, 

E., Lee, Q. M., Médale, J. L., Moirin, D., Penou, E., Petiot, M., Peyre, G., Rouzaud, J., Séran, H. C., Nĕmec̆ek, Z., 

Safránková, J., Marcucci, M. F., Bruno, R., Consolini, G., Miyake, W., Shinohara, I., Hasegawa, H., Seki, K., 

Coates, A. J., Leblanc, F., Verdeil, C., Katra, B., Fontaine, D., Illiano, J. M., Berthelier, J. J., Techer, J. D., Fraenz, 

M., Fischer, H., Krupp, N., Woch, J., Bührke, U., Fiethe, B., Michalik, H., Matsumoto, H., Yanagimachi, T., 

Miyoshi, Y., Mitani, T., Shimoyama, M., Zong, Q., Wurz, Q., Andersson, H., Karlsson, S., Holmström, M., 

Kazama, Y., Ip, W. H., Hoshino, M., Fujimoto, M., Terada, N. and Keika, K., 2021. BepiColombo Mio/MPPE 

Team (2021), Pre-flight Calibration and Near-Earth Commissioning Results of the Mercury Plasma Particle 

Experiment (MPPE) onboard MMO (Mio), Space Sci Rev 217, 70. https://doi.org/10.1007/s11214-021-00839-2 

Sakazaki, T., 2021. Tropical rainfall variability accompanying global normal mode oscillations. Journal of the 

Atmospheric Sciences, v. 78, p. 1295 – 1316, doi: 10.1175/JAS-D-20-0288.1 

Sakazaki, T. and Hamilton, K., 2021.Discovery of quasi-stationary equatorial waves trapped in stratospheric QBO 

westerly and easterly jets, v. 127, e2021JD035670. doi: 10.1029/2021JD035670 

Shige, S. 2022. Editorial for the special edition on Global Precipitation Measurement (GPM): 5th Anniversary, J. 

Meteor. Soc. Japan, 100, in press. 

Shimizu, I. and Michibayashi, K., 2022, Steady-state microstructures of quartz revisited: Evaluation of stress states in 

deformation experiments using a solid-medium apparatus, Minerals, v. 12, 329. 

https://doi.org/10.3390/min12030329 

Shimojo, K., Enescu, B., Yagi, Y. and Takeda T., 2021. Nucleation process of the 2011 northern Nagano earthquake from 

nearby seismic observations, Scientific Reports, 11, 8143, doi:10.1038/s41598-021-86837-4. 

Ssessanga, N., Yamamoto, M., Saito, S., Saito, A. and Nishioka, M. 2021. Complementing regional ground GNSS-

STEC computerized ionospheric tomography (CIT) with ionosonde data assimilation. GPS Solut 25, 93, 

https://doi.org/10.1007/s10291-021-01133-y 

Takemura, K., Enomoto, T. and Mukougawa, H. 2021. Predictability of enhanced monsoon trough related to the 

meandered Asian jet and consequent Rossby wave breaking in late August 2016, Journal of the Meteorological 

Society of Japan, v. 99, p. 339–356, doi.org/10.2151/jmsj.2021-016. 

Takemura, K. and Mukougawa, H. 2021. Relaxation experiments for predictability assessment of enhanced monsoon 

trough in late August 2016, Journal of the Meteorological Society of Japan, v. 99, p. 459–472, 

doi.org/10.2151/jmsj.2021-023. 

Takemura, K., Mukougawa, H. and Maeda, S. 2021. Decrease of Rossby wave breaking frequency over the middle 

North Pacific in boreal summer under global warming in large ensemble climate simulations, Journal of the 

Meteorological Society of Japan, v. 99, p. 879–897, doi.org/10.2151/jmsj.2021-042. 

Takemura, K., Mukougawa, H. and Maeda, S. 2021. Interdecadal variability of Rossby wave breaking frequency near 

Japan in August, SOLA, v. 17, p. 125–129, doi.org/10.2151/sola.2021-021. 

Takemura, K. and Mukougawa, H. 2021. Tropical cyclogenesis triggered by Rossby wave breaking over the western 

North Pacific, SOLA, v. 17, p. 164–169, doi.org/10.2151/sola.2021-029. 

Takemura, K. and Mukougawa, H. 2022. A new perspective of Pacific–Japan pattern: Estimated percentage of the cases 

triggered by Rossby wave breaking, Journal of the Meteorological Society of Japan, v. 100, p. 115–139, 

doi.org/10.2151/jmsj.2022-006. 

Takemura, K., Mukougawa, H., Takaya, Y. and Maeda, S. 2022. Seasonal predictability of summertime Asian jet 

deceleration near Japan in JMA/MRI-CPS2, SOLA, v. 18, p. 19–24, doi.org/10.2151/sola.2022-004. 

Wurz, P., Fatemi, S., Galli, A., Halekas, J., Harada, Y., Jäggi, N., Jasinski, J., Lammer, H., Lindsay, S., Nishino, M. N., 

Orlando, T. M., Raines, J. M., Scherf, M., Slavin, J., Vorburger, A. and Winslow, R., 2022. Particles and Photons 

as Drivers for Particle Release from the Surfaces of the Moon and Mercury, Space Sci. Rev., 218, 10. 

https://doi.org/10.1007/s11214-022-00875-6 

Yamazaki, Y., Arras, C., Andoh, S., Miyoshi, Y., Shinagawa, H., Harding, B. J., Englert, C. R., Immel, T. J., Sobhkhiz-

Miandehi, S. and Stolle, C., 2022. Examining the wind shear theory of sporadic E with ICON/MIGHTI winds and 

COSMIC-2 Radio 2 occultation data. Geophysical Research Letters, 49, e2021GL096202. 

https://doi.org/10.1029/2021GL096202 

Yokota, S., Terada, N., Matsuoka, A., Murata, N., Saito, Y., Delcourt, D., Futaana, Y., Seki, K., Schaible, M. J., 

Asamura, K., Kasahara, S., Nakagawa, H., Nishino, M. N., Nomura, R., Keika, K., Harada, Y. and Imajo, S., 

2021. In situ observations of ions and magnetic field around Phobos: The Mass Spectrum Analyzer (MSA) for the 

Martian Moons eXploration (MMX) mission, Earth, Planets and Space, 73:216. https://doi.org/10.1186/s40623-

021-01452-x 

Yokoyama, C., Takayabu, Y. N., Hamada, A., Ikuta, Y, Shige, S., Yamaji, M., Tsuji, H. and Kubota, T., 2022. Spectral 

Latent Heating Retrievals for the Midlatitudes using GPM DPR. Part I: Construction of Look-Up Tables, J. Appl. 

https://doi.org/10.3390/min12030329


 

 12 

Meteor. Climatol., submitted. 

Yokoyama, Y., Taguchi, S. and Iyemori, T., 2021. Importance of the northward IMF for the quasistatic mesoscale field-

aligned currents embedded in the diminished Region 1/2 current system in the dusk sector, Journal of Geophysical 

Research: Space Physics, 126, e2020JA028774, doi: 10.1029/2020JA028774.  

Yoshikawa, Y., Kawasaki, T. and Hasumi, H., 2021. Diagnostic evaluation of effects of vertical mixing on meridional 

overturning circulation in an idealized ocean. Journal of Oceanography, v.77, n.3, p.393-412, doi: 10.1007/s10872-

021-00596-4 

Zheng, Y., Enescu, B., Zhuang, J. and Yu, C., 2021. Data replenishment of five moderate earthquake sequences in Japan, 

with semi-automatic cluster selection, Earthquake Science, 34(4), 310 – 322, doi:10.29382/eqs-2021-0030. 

風間卓仁・大柳諒・山本圭吾・岡田和見・大島弘光, 2022. LaCoste & Romberg 型相対重力計のリードアウト

感度設定の標準化 (2021 年 12 月), 北海道大学地球物理学研究報告, 85, p. 11–24, doi:10.14943/gbhu.85.11. 

風間卓仁・山本圭吾・大柳諒・岡田和見・大島弘光・竹中悠亮・若林環・井口正人, 2021. 桜島火山における

繰り返し相対重力測定 (2020 年 10 月および 2021 年 3 月), 京都大学防災研究所年報, 64B, p. 73–85. 

清水 以知子, 2021. 関東山地北部秩父帯の褶曲と変成縞, 日本地質学会 News, v. 24, n. 10, p. 5. 

 

（地質学鉱物学分野） 

Akizawa, N., Miyake, A., Igami, Y., Tsuchiyama, A., Asanuma, H., Kogiso, T., Wakaki, S., Ishikawa, T., Arai, S., 

Eom, J., Kawahata, H., Aze, T. and Yokoyama, Y., 2021. Crustal anorthosite formation by deep-seated 

hydrothermal circulation beneath fast-spreading axis: Constraints from chronological approach, Sr isotope, and 

fluid–chromite inclusion investigation, Island Arc, v. 30, e12423, doi.org/10.1111/iar.12423. 

Balkanska, E., Georgiev, S., Kounov, A., Tagami, T., Sueoka, S., Wijbrans, J., Peytcheva, I., 2022. Low-temperature 

constraints on the Alpine thermal evolution of the central parts of the Sredna Gora Zone, Bulgaria. Geologica 

Carpathica, 73, 3-23, doi.org/10.31577/GeolCarp.73.1.1. 

Banno, Y., Fukuda, C., Shimobayashi, N. and Yamada, S., 2021. Discovery of Li–bearing sodium amphibole from the 

Sanbagawa belt, Japan.  Journal of Mineralogical and Petrological Sciences, v. 116(1), p. 56-60, 
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深成-変成-変形履歴解読. 日本地質学会第 128 年学術大会名古屋大会（オンライン）, 2021.9.4-6.（招待

講演） 

河上哲生・鈴木将晏. 2021, 東南極セール・ロンダーネ山地メーニパに産する泥質片麻岩の温度圧力履歴. 日

本鉱物科学会 2021 年年会, 広島. 2021.9.16-18. 

梶田侑弥・末岡茂・福田将眞・田上高広, 2022．北上山地における熱年代学データの解釈．ESR 応用計測研

究会・ルミネッセンス年代測定研究会・フィッション・トラック研究会 2021 年度合同研究会，オンラ

イン，2 月 21,22 日. 

貴治康夫・小川勝章・稲葉澤. 2022, 滋賀県大津市湖西地域産庭園用石材・守山石の諸特徴. 文化地質研究会 

第 5 回研究発表会講演. 2022.3.13. オンライン. 

菊川照英・菊地一輝・相田吉昭・小竹信宏, 2021. 生痕化石中に保存された珪質微化石とその産状：種子島熊

毛層群西之表層産 Tasselia ordamensis の例. 日本地質学会第 128 年学術大会講演要旨, p. 300, オンライン, 

2021 年 9 月 4–7 日. 

菊地一輝・成瀬 元, 2021. セマンティックセグメンテーションを用いたコア画像からの生痕化石の抽出. 日

本堆積学会 2021 年大会プログラム・講演要旨, p. 15–16, オンライン, 2021 年 11 月 13–14 日. 

牛丸健太郎・山路 敦, 2021. 島弧会合部，天草地域の始新世～中新世テクトニクス. 地質学会年会, R7-O-1 , 9

月 4 日. 

牛丸健太郎・山路 敦, 2021. 放射状から平行状に遷移する天草の中新世岩脈群の応力解析. 日本地球惑星科学

連合 2021, SCG50-P10, 6 月 3 日. 

古居晴菜・安原盛明・Yuanyuan Hong・Huai-Hsuan M. Huang・生形貴男, 2022, 貝形虫における閉殻力と姿勢

の安定性のトレードオフ関係. 日本古生物学会第 171 会例会講演予稿集, p. 23, オンライン, 2022 年 2 月

4–6 日. 

佐藤活志, 2021. 断層方位解析による応力と摩擦係数の同時推定法. 日本地球惑星科学連合 2021 年大会, 

SCG50-12, 2021 年 6 月 3 日. 
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三宅亮・伊神洋平・ 甕聡子・ 野村龍一, 2021. 透過型電子顕微鏡内その場圧縮観察による応力の計測. 日本地

球惑星科学連合 2021 年大会, SIT21-P03, オンライン, 2021 年 5 月 30 日–6 月 6 日. 

三宅亮・伊神洋平・松本徹・甕聡子・ 野村龍一, 2021. 透過型電子顕微鏡内その場圧縮観察における電子回

折を用いた局所応力測定, 日本鉱物科学会 2021 年オンライン年会, R3P-01, 広島（オンライン）, 2021 年

9 月 16–18 日. 

山路 敦・若森 奎, 2021. 方解石双晶の三次元方向データの応力解析：精度・分解能・古深度. 地質学会年会, 

R14-O-5, 9 月 6 日. 

若森 奎・山路 敦, 2021. 方解石の機械的双晶による差応力と埋没深度の推定. 地質学会年会, R14-O-6, 9 月 6

日. 

松岡廣繁, 2021. 群馬県中新統原市層産 「アンナカコバネハクチョウ」における特異な頭部骨格. 日本古生物

学会第 171 会例会講演予稿集, p. 10, オンライン, 2022 年 2 月 4–6 日. 

松本恵・松野淳也・土`山明・藤岡悠理・中村智樹・三宅亮・安武正展・奥村翔太・上杉健太朗・竹内晃久, 

2021. Combined XRD-XCT-FIB-TEM analysis of experimentally heated Murchison CM chondrite. 日本地球惑

星科学連合 2021 年大会, PPS07-P04, オンライン, 2021 年 5 月 30 日–6 月 6 日.  

松本徹, 2021. 小惑星イトカワや月面で成長するひげ状金属結晶, 第 82 回応用物理学会秋季学術講演会, 晶癖

の工学：宇宙が織りなす結晶成長, 10a-N102-4, オンライン, 2021 年 9 月 10 日–13 日.（招待講演） 

松本徹・野口高明・飛松優・Harries Dennis・Langenhorst Falko・三宅亮・日高洋, 2021. 月試料の硫化鉄から

推定する小天体表面の硫黄の挙動. 日本地球惑星科学連合 2021 年大会, PPS07-11, オンライン, 2021 年 5

月 30 日–6 月 6 日.  

松野淳也・土`山明・松本恵・藤岡悠理・中村智樹・上杉健太朗・竹内晃久・安武正展・中野司・中野直

人・Stefano Rubino・奥村翔太・三宅亮, 2021. リュウグウ試料リハーサル分析としての CM, CI 隕石とそ

の加熱試料の高空間分解能三色 CT. 日本地球惑星科学連合 2021 年大会, PPS07-05, オンライン, 2021 年 5

月 30 日–6 月 6 日.  

仁木創太・河上哲生・足立達朗・宇野正起・東野文子・平田岳史．2021, 東南極セール・ロンダーネ山地メ

ーニパに産する泥質片岩中の灰礬柘榴石，チタン石および燐灰石ウラン–鉛年代. 日本鉱物科学会 2021

年年会, 広島. 2021.9.16-18. 

成瀬 元, 2021. 岩盤河川縦断形状に基づく日本列島隆起速度のベイズ推定. 日本地質学会第 128 年学術大会

講演要旨, p. 270, オンライン, 2021 年 9 月 4–7 日. 

成瀬 元, 2021. 復元の科学としての堆積学. 日本地球惑星科学連合 2021 年大会予稿集, MGI33-06, オンライ

ン, 2021 年 5 月 30–6 月 16 日. 

善本夏実・河上哲生. 2021. C-O-H fluid was present during garnet-forming partial melting reaction in a pelitic 

migmatite from the Ryoke belt, Japan. 日本地球惑星科学連合 2021 年大会. S-MP25. 2021.6.3-6. オンライン 

足立達朗・河上哲生・宇野正起・東野文子. 2021, 東南極セール・ロンダーネ山地メーニパ地域で認められる

変成条件のギャップ. 日本地質学会第 128 年学術大会名古屋大会（オンライン）, 2021.9.4-6. 

大井修吾・木下周祐・伊神洋平・三宅 亮・平島崇男, 2021. CaO-Na2O-CO2 に富む流体から析出したオンフ

ァス輝石の微細組織観察, 日本鉱物科学会 2021 年オンライン年会, R7-09, 広島（オンライン）, 2021 年 9

月 16–18 日.  

大西政之・下林典正・浜根大輔・小林 祥一・久野 武, 2021. 兵庫県生野鉱山産ザッカーニャ石の高水和物. 日

本鉱物科学会 2021 年年会, R1P-08, 広島（オンライン）, 2021 年 9 月 16−18 日. 

池田勇人・河上哲生. 2021. Petrography of sulfide-rich garnet-sillimanite-biotite gneiss from Brattnipene, Sør 

Rondane Mountains, East Antarctica. 日本地球惑星科学連合 2021 年大会. S-MP25. 2021.6.3-6. オンライン 

池田勇人・河上哲生・東野文子．2021, 単一岩石中に反時計回りと時計回りの P-T 履歴が共存？:東南極セ

ール・ロンダーネ山地ブラットニーパネの例．日本鉱物科学会 2021 年年会, 広島. 2021.9.16-18. 

中嶋徹・河上哲生・岩野英樹・檀原徹・酒井治孝. 2021. Denudation process of high-grade metamorphic nappe in 

eastern Nepal constrained by thermochronological inverse analysis. 日本地球惑星科学連合 2021 年大会. S-

CG47. 2021.6.3-6. オンライン（招待講演） 

長田充弘・福田将眞・末岡茂・横山立憲・鏡味沙耶・仁木創太・岩野英樹・檀原徹・小北康弘・梶田侑弥・

南沙樹・久保見幸・大藤茂・平田岳史・田上高広, 2021．マルチ鉱物年代スタンダードの可能性：東北

日本仁左平層 NST ジルコンの予察分析．日本地球惑星科学連合 2021 年大会，オンライン，5 月 30 日-6

月 6 日. 

長田充弘・福田将眞・末岡茂・中嶋徹・梶田侑弥・南沙樹・岡本晃・田上高広, 2022．照来層群歌長流紋岩

から得られたジルコン U-Pb 年代．ESR 応用計測研究会・ルミネッセンス年代測定研究会・フィッショ

ン・トラック研究会 2021 年度合同研究会，オンライン，2 月 21,22 日. 

長門 巧・成瀬 元, 2021. CNN を応用した粒子配列解析による多重逆級化構造の形成メカニズム解明. 日本

堆積学会 2021 年大会プログラム・講演要旨, p. 9–10, オンライン, 2021 年 11 月 13–14 日． 
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堤昭人・三宅亮・尾上裕子, 2021. 人工石英の高速摩擦弱化過程において形成された断層ガウジ層の変形構

造. 日本地球惑星科学連合 2021 年大会, SSS08-P09, オンライン, 2021 年 5 月 30 日–6 月 6 日.  

堤昭人・尾上裕子・三宅亮, 2021. 石英物質中の断層の弱化挙動, 日本地質学会第 128 年学術大会，T3-O-5，

オンライン，2021 年 9 月 4 日–7 日. 

田口知樹・纐纈結衣・伊神洋平・小林記之・三宅亮, 2021. Hidden intact coesite in deeply subducted rocks and its 

geological implications. 日本地球惑星科学連合 2021 年大会, SMP25-P12, オンライン, 2021 年 5 月 30 日–6

月 6 日.  

田中凌悟・成瀬 元, 2021. 混濁流・土石流ハイブリッド堆積物の形成プロセス—機械学習技術を用いた粒子

配列解析に基づく検討—. 日本堆積学会 2021 年大会プログラム・講演要旨, p. 42−43, オンライン, 2021 年

11 月 13−14 日. 

渡邊俊・伊澤雄登・川﨑優海・蒋 薇・Edouard Lavergne・河上哲生・川上達也・栗田豊・山下 洋. 2021, スズ

キの河川回遊：3 地域の耳石 Sr/Ca 比分析からの考察. 2021 年度日本魚類学会年会, 2021.9.18-20. 

土`山明・松野淳也・三宅亮・松本恵・中村智樹・野口高明・上杉健太朗・竹内 晃久・安武正展, 2021. 分析

型放射光ナノ CT 法の開発とはやぶさ２サンプル分析への応用. 日本光学会学術講演会, 28pBS7, 東京

（ハイブリッド）, 2021 年 10 月 26 日–29 日.（招待講演） 

東野文子・河上哲生・足立達朗・宇野正起. 2021, 後退変成期における二段階の流体流入：東南極セール・ロ

ンダーネ山地パーレバンデの例. 日本地質学会第 128 年学術大会名古屋大会（オンライン）, 2021.9.4-

6. 

南沙樹・末岡茂・KOHN Barry・福田将眞・梶田侑弥・小北康弘・田上高広,2021．(U-Th)/He 熱年代学に基づ

く谷川岳地域の隆起・削剥史の推定．日本地球惑星科学連合 2021 年大会，オンライン，5 月 30 日-6 月

6 日. 

南沙樹・末岡茂・福田将眞・長田充弘・Barry P. Kohn・横山立憲・鏡味沙耶・梶田侑弥・田上高広,2022．熱

年代学的手法に基づく谷川岳地域の熱史・削剥史の推定．ESR 応用計測研究会・ルミネッセンス年代測

定研究会・フィッション・トラック研究会 2021 年度合同研究会，オンライン，2 月 21,22 日. 

白勢洋平・鶴田憲次・下林典正, 2021. 京都府和束町石寺産フーウェル石. 日本鉱物科学会 2021 年年会, R1P-

07, 広島（オンライン）, 2021 年 9 月 16−18 日. 

福田将眞・Barry Kohn・末岡茂・檀原徹・岩野英樹・田上高広,2022．ジルコン(U-Th)/He 法の年代標準試

料の探求（続報）：複数のジルコン試料における年代学的検討．ESR 応用計測研究会・ルミネッセンス

年代測定研究会・フィッション・トラック研究会 2021 年度合同研究会，オンライン，2 月 21,22 日. 

福田将眞・末岡茂・梶田侑弥・鏡味沙耶・横山立憲・田上高広,2021．火山弧の隆起形態の推定を目指し

て：奥羽脊梁山地北部の花崗岩類におけるアパタイトフィッション・トラック法の適用．日本地球惑星

科学連合 2021 年大会，オンライン，5 月 30 日-6 月 6 日. 

末岡茂・河上哲生・鈴木康太・山崎あゆ・鏡味沙耶・長田充弘・横山立憲・田上高広,2021．鮮新世～第四

紀花崗岩類の形成深度・年代に基づく飛騨山脈黒部地域の削剥史（速報）．日本地球惑星科学連合

2021 年大会，オンライン，5 月 30 日-6 月 6 日. 

末岡茂・河上哲生・鈴木康太・山崎あゆ・鏡味沙耶・長田充弘・横山立憲・田上高広. 2021, 鮮新世～第四紀

花崗岩類の形成深度・年代に基づく飛騨山脈黒部地域の削剥史（速報）. 日本地球惑星科学連合 2021 年

大会. S-CG47. 2021.6.3-6. オンライン 

末岡茂・岩野英樹・檀原徹・岡本晃・田上高広,2022．低温熱年代学に基づくスラブ起源流体活動に伴う熱

異常検出の試み．ESR 応用計測研究会・ルミネッセンス年代測定研究会・フィッション・トラック研究

会 2021 年度合同研究会，オンライン，2 月 21,22 日. 

木下英樹・山路 敦, 2021. 下部中新統一志層群の層序・構造が示す transtensional テクトニクス. 地質学会年会, 

R7-O-2, 9 月 6 日. 

門馬綱一・宮島宏・下林典正・石橋隆・高山信之・長瀬敏郎・宮脇律郎・松原聰・井尻暁・古川善博, 2021.  

北部フォッサマグナ地域から産出した千葉石の続報. 日本鉱物科学会 2021 年年会, R1-09, 広島（オンラ

イン）, 2021 年 9 月 16−18 日. 

野口高明, 2022. 透過電子顕微鏡を用いた地球外物質の研究. ナノテク産業化基盤技術の有効利用および高度

化と融合を目指した研究会 2022．福岡 (オンライン参加), 2022.3.4. 

林信太郎・川手新一・貴治康夫・宮嶋敏. 2021, 中学校理科教科書における鉱物名の表記について. 日本鉱物

科学会 2021 年年会, 広島. R7-02 2021.9.18 

鈴木康太・河上哲生. 2021. Different entrapment timings of melt inclusions in garnet and quartz in an UHT granulite 

from Rundvågshetta. 日本地球惑星科学連合 2021 年大会. S-MP25. 2021.6.3-6. オンライン（本発表で鈴木

康太が日本地球惑星科学連合 2021 年大会学生優秀発表賞受賞） 
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鈴木康太・河上哲生. 2021. 東南極リュツォ・ホルム岩体ルンドボークスヘッタに産するザクロ石－珪線石片

麻岩中のザクロ石と大隅石の成長時期の差異. 日本鉱物科学会 2021 年年会, 広島. 2021.9.16-18.（本発表

で鈴木康太が日本鉱物科学会 2021 年年会研究発表優秀賞受賞） 

兒玉優・三宅亮・富岡尚敬・伊藤元雄, 2021. FIB-SEM による地球惑星物質の 3D-EDS および EBSD 分析の応

用例と課題. 日本顕微鏡学会第 77 回学術講演会, 3amF_S-15-07, つくば（ハイブリッド）, 2021 年 6 月

14–16 日. 

蔡 之榕・成瀬 元・池原 研・KH-21-3 乗船研究者一同, 2021. KH-21-3 航海のコア試料と数値実験を用い

た南部沖縄トラフに堆積するタービダイトの特徴の解明. 日本地質学会第 128 年学術大会講演要旨, p. 

133, オンライン, 2021 年 9 月 4–7 日. 

 

◇ その他の発表・講演 

Kaneko, Y., 2021. On‐fault geological fingerprint of earthquake rupture direction, Earth Observatory of Singapore, 

Nanyang Technological University, Online, August 24, 2021.（招待講演） 

根田昌典, 2022, うねりの方向が風波の発達に与える影響，名古屋大学宇宙地球環境研究所「海洋波および大

気海洋相互作用に関するワークショップ」，名古屋大学（オンライン）, 2022 年 3 月 

高谷真樹, 2021. 立体構造を有する研磨フィルムを用いた乾式研磨片の作製：炭素質コンドライト隕石の樹脂

マウントの例. 日本薄片研磨片技術研究会第 64 回薄片研磨片技術討論会, WEB 開催, 2021 年 10 月 4–15 日. 

吉川 裕, 2022. 海洋表層での乱流と混合：気候に与える影響、メカニズム、そしてパラメタリゼーション, 日

比谷紀之教授退職記念 乱流研究集会, 東京大学,  2022 年 3 月（招待講演） 

 

付録 3．その他の活動 

 

◇ 野外調査（海外） 

なし 

 

◇ 観測 

物理気候学研究室：京都大学理学部 1 号館屋上, 雨滴粒径分布連続観測 

齊藤昭則, 山科佐紀：南極観測船「しらせ」におけるオーロラ・大気光観測, 2021 年 11 月 10 日 – 2022 年

3 月 30 日 

田口 聡：ノルウェー・スバールバル諸島でのオーロラ・大気光連続観測 

吉川 裕：和歌山県白浜沖観測塔での表層海洋流況観測 

 

◇ 国際共同研究 

伊藤正一：はやぶさ 2 初期分析チーム 化学分析班 班員 

河上哲生：イタリア Padova 大学（Bernardo Cerase 教授）との、東南極リュツォ・ホルム岩体ルンドボーク

スヘッタの超高温変成岩中のメルト包有物に関する共同研究 

河上哲生：フィリピン フィリピン大学 Diliman 校（Bechaida D. Payot 博士）との、パラワン・オフィオライ

トのメタモルフィックソールに関する共同研究 

重 尚一：国際降水作業グループ IPWG (International Precipitation Working Group), 2001 年に世界気象機関

WMO (World Meteorological Organization) /気象衛星調整会議 CGMS (Coordination Group for Meteorological 

Satellites)の下部組織として発足。世界各国の研究チームが作成した種々の降水マップを、日本のレーダ

ー・アメダス解析雨量を用いて評価する日本域検証ページ(http://www-ipwg.kugi.kyoto-

u.ac.jp/IPWG/sat_val_Japan.html)を運営し、IPWG 国際検証ネットワークの確立に貢献している。 

田上高広：山地形成の熱年代学的研究（2010 年度〜2021 年度），オーストラリア メルボルン大学，フラン

ス パリ大学, スイス ローザンヌ大学，ドイツ ライプニッツ研究所，日本列島の山地形成過程の復元を

目的として低温領域の熱年代学を用いた共同研究を進めている． 

田上高広：山地形成の熱年代学的研究（2019 年度〜2021 年度），フィリピン フィリピン大学，ルソン弧

の山地形成過程の復元を目的として低温領域の熱年代学を用いた共同研究を進めている． 

田上高広：山地形成の熱年代学的研究（2021 年度〜），ブルガリア ソフィア大学，アルプス造山帯東部

の山地形成過程の復元を目的として低温領域の熱年代学を用いた共同研究を進めている． 

野口高明：はやぶさ 2 初期分析チーム 砂の物質分析班 班長（および，石の分析班と IOM 分析班 班

員） 

Horst Zwingmann，田上高広：断層の年代学的研究（2004 年度～2021 年度）オーストラリア CSIRO パース支

部, メルボルン大学，野島断層などの地震断層の活動履歴を復元するため, 断層粘土などより分離したイ
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ライトを用いた K-Ar と Ar/Ar 年代測定，およびアパタイト・ジルコンを用いた(U,Th)/He 年代測定を行

っている. 

Bogdan Enescu: Mapping the frequency-magnitude distribution of earthquakes in Japan and California – implications 

for earthquake physics and seismic hazard assessment (with the Research Group of Prof. S. Wiemer, Swiss Federal 

Institute of Technology, Zurich, Swiss) 

渡邊裕美子, 杉山淳司, 田鶴寿弥子：インドネシアの樹木年輪を用いた研究（2007 年度～2020 年度）インド

ネシア LIPI，アジア赤道域の過去のモンスーン気候／気象変動，特にエルニーニョ南方振動（ENSO）

について，局地的な降水量の指標となる樹木年輪から読み解く事を目的として共同研究を進めている. 

渡邊裕美子，竹田晋也：ミャンマーの樹木年輪を用いた研究（2018～2020 年度）, ミャンマー イエツェ

ン農業大学, ミャンマーの過去のモンスーン気候/気象変動について，局地的な降水量の指標となる樹木

年輪から読み解く事を目的として共同研究を進めている． 

 

◇ 社会的貢献 

風間卓仁：日本測地学会オンライン公開講座「地震や火山を実験で再現しよう」の講師担当, 2021 年 11 月

20 日. 

風間卓仁：ELCAS2021 における地球惑星科学分野の実習担当, 2021 年 10 月 9 日, 11 月 13 日. 

久家慶子：「私の授業」（オンライン講演）, 京都大学新任教員教育セミナー2021, 2021 年 9 月 22 日 

小谷翼：京都大学高大連携事業学びコーディネーターによる出前授業「彗星研究の最前線」, 宮城県日南高

校, 2021 年 11 月 11 日 

齊藤昭則： 一般向け展示「Society 5.0 科学博」,東京スカイツリータウン,  2021 年 7 月 15 日–9 月 5 日. 

齊藤昭則：出前授業,  奈良市立大安寺西小学校, 2021 年 9 月 13 日. 

齊藤昭則：一般向け講演会「飛鳥星まつり 2021」, キトラ古墳壁画体験館 四神の館 2021 年 10 月 17 日. 

齊藤昭則：出前授業,  京都府立洛北高校附属中学校, 2021 年 10 月 27 日. 

齊藤昭則：一般向け講演会「はかせがナビゲート！宇宙・惑星・地球のふしぎ」, オンライン, 2021 年 10 月

30 日. 

齊藤昭則：出前授業,  京田辺市立三山木小学校, 2021 年 11 月 5 日. 

下林典正：山口県立宇部高等学校スーパーサイエンスハイスクール運営指導委員として生徒研究成果発表会

にて講評・指導（オンラインにて）, 2021 年 9 月 15 日・2022 年 1 月 29 日. 

下林典正：公益財団法人 益富地学会館 益富地学賞選考委員（審査委員会：2021 年 12 月 18 日） 

成瀬 元：京都府環境審議会委員 

三宅亮：体験型学習講座 ELCAS の 2021 年度グループ型実習における宇宙地球分野の実験担当, 2021 年 10

月 30 日 

吉川裕： ジュニアドクター育成塾, 出前講義, 大津市, 2021 年 8 月 1 日 

吉川裕： ジュニアドクター育成塾, 乗船実習, 大津市, 2021 年 9 月 12 日 

渡邊裕美子（分担）： 京都大学理系女子高生オンライン塾， 2022 年 7 月 28 日 

 

◇ 各種役員・非常勤講師・編集員等 

石岡圭一：日本惑星科学会情報部会委員 

石岡圭一：日本気象学会関西支部常任理事 

生形貴男：日本古生物学会 評議員 

生形貴男：日本古生物学会 行事担当常務委員 

生形貴男：日本古生物学会 和文誌「化石」編集委員 

生形貴男：日本地球惑星科学連合 地球生命科学セクション サイエンスボード（幹事） 

生形貴男：日本地質学会 古生物部会長 

生形貴男：日本学術会議 第三部地球惑星科学委員会 IUGS 分科会 IPA 小委員会委員 

風間卓仁：日本測地学会第 48・49 期評議員 

金子善宏：（公）日本地震学会・若手学術奨励賞選考委員会 

河上哲生：日本地質学会 南極地質研究委員会 委員 

河上哲生：日本地質学会 岩石部会 部会長 

河上哲生：日本地球惑星科学連合固体地球科学セクション サイエンスボード 

河上哲生：日本地球惑星科学連合固体地球科学セクション 幹事 

河上哲生：日本地球惑星科学連合 顕彰委員会 学生優秀発表賞小委員会委員 

河上哲生：日本鉱物科学会 理事 

河上哲生：日本鉱物科学会 将来企画委員会委員 

河上哲生：日本鉱物科学会 研究奨励賞選考委員会 副委員長・委員長 
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河上哲生：日本鉱物科学会 JMPS 学生論文賞選考委員会 委員長 

河上哲生：Journal of Mineralogical and Petrological Sciences 誌 編集委員 

河上哲生：Journal of Mineralogical and Petrological Sciences 誌 副編集長 

久家慶子：（公）日本地震学会・副会長 

久家慶子：（公）日本地震学会・ダイバーシティ推進委員会・委員長 

久家慶子：（公）日本地震学会・「地震学を社会に伝える連絡会議」・副議長 

久家慶子：日本学術会議・連携会員 

久家慶子：日本学術会議・地球惑星科学委員会 IUGG 分科会・幹事 

久家慶子：日本学術会議・地球惑星科学委員会 IUGG 分科会 IASPEI 小委員会・委員長 

久家慶子：日本学術会議・地球惑星科学委員会人材育成分科会高等教育検討小委員会・幹事 

久家慶子：日本地球惑星科学連合・代議員 

久家慶子：日本地球惑星科学連合・固体地球科学セクションボードメンバー 

久家慶子：地震予知連絡会・委員 

久家慶子：東京大学地震研究所・協議会・協議員 

久家慶子：国立研究開発法人建築研究所・研修・普及委員会・委員 

久家慶子：関西地震観測研究協議会・会計監査 

久家慶子：京都大学防災研究所地震予知研究センター・運営協議会・3 号委員 

久家慶子：IASPEI・2023 IASPEI nomination committee 

小谷 翼：核融合科学研究所特別共同利用研究員 (2021 年 10 月–2022 年 3 月)  

根田昌典：気象庁「異常気象分析作業部会」委員 

根田昌典：日本海洋学会 評議員 

齊藤昭則：日本学術会議電気電子工学委員会 URSI 分科会電離圏電波伝搬小委員会委員 

齊藤昭則：国立極地研究所宙空圏専門部会委員 

齊藤昭則：国立極地研究所非干渉散乱レーダ委員会 EISCAT 特別実験審査部会委員 

齊藤昭則：電子航法研究所・客員研究員  

齊藤昭則：名古屋大学宇宙地球環境研究所国際連携研究センター運営委員 

齊藤昭則：成蹊大学サステナビリティ教育センター客員フェロー 

齊藤昭則：静岡大学 STEAM 教育研究所客員准教授 

齊藤昭則：京都大学生存圏研究所ＭＵレーダー/赤道大気レーダー全国国際共同利用専門委員 

齊藤昭則：Earth, Planets, and Space 誌 editor 

坂崎貴俊：日本気象学会気象集誌 編集委員 

佐藤活志：日本地球惑星科学連合 広報普及委員 

佐藤活志：日本地質学会 構造地質部会 ホームページ担当 

重 尚一：日本気象学会気象集誌 編集委員 

重 尚一：日本気象学会気象集誌「Special Edition on Global Precipitation Measurement (GPM): 5th Anniversary

（全球降水観測 5 周年特集号）」 編集委員長 

重 尚一：宇宙航空研究開発機構全球降水観測計画利用検討委員会 委員 

重 尚一：日本学術会議環境学委員会・地球惑星科学委員会合同 FE・WCRP 合同分科会 GEWEX 小委員会委

員 

重 尚一：日本学術会議地球惑星科学委員会地球・惑星圏分科会地球観測将来構想小委員会 委員 

重 尚一：NASA JAXA Joint PMM (Precipitation Measurement Mission) Science Team Member 

重 尚一：NASA ACCP (Aerosol, Cloud, Convetion and Precipitation) Science Impact Team Member 

清水以知子：日本学術振興会科学研究費委員会 委員 

清水以知子：Earth, Planets and Space (EPS) Guest Editor 

下林典正：日本鉱物科学会 欧文誌「Journal of Mineralogical and Petrological Sciences」編集委員 

下林典正：日本鉱物科学会 和文誌「岩石鉱物科学」編集委員 

田上高広：日本学術会議 地球惑星科学委員会 IUGS 分科会 地質年代学小委員会委員長 

田上高広：日本地球惑星科学連合 固体地球科学セクション ボードメンバー  

田上高広：日本地球惑星科学連合 固体地球科学セクション 表層変動熱年代学フォーカスグループ 委員

長 

田口 聡：国立極地研究所非干渉散乱レーダー委員会委員 

田口 聡：自然科学研究機構国立天文台理科年表編集委員会委員 

田口 聡：International Union of Geodesy and Geophysics/Union Commission on Data and Information Executive 

Committee 

成瀬 元：日本地球惑星科学連合 理事 
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成瀬 元：日本地球惑星科学連合 代議員 

成瀬 元：日本地球惑星科学連合 固体地球科学セクション サイエンスボード 

成瀬 元：日本地球惑星科学連合 広報普及委員，財務委員，総務委員 

成瀬 元：日本堆積学会 運営委員 

野口高明：国立極地研究所 南極隕石研究委員会委員 

野口高明： 日本鉱物科学会 学会賞委員 

野口高明： 日本鉱物科学会 和文誌 「岩石鉱物科学」編集委員 

野口高明： Meteoritical Society Fellow 

原田裕己：地球電磁気・地球惑星圏学会学生発表賞第 3 分野事務局 

Bogdan Enescu: 統計数理研究所・客員准教授 

三宅 亮：一般社団法人日本鉱物科学会 理事 

三宅 亮：日本鉱物科学会 和文誌「岩石鉱物科学」編集委員 

三宅 亮：日本顕微鏡学会 代議員 

三宅 亮：日本顕微鏡学会 関西支部 支部役員（幹事） 

向川 均：日本気象学会関西支部常任理事 

向川 均：日本気象学会 気象研究コンソーシアム委員・地球環境問題委員 

向川 均：気象庁 異常気象分析検討会委員 

山路 敦：日本地質学会 代議員 

山路 敦：日本地質学会 各賞選考委員会委員 

山路 敦：日本地質学会 選考検討委員会委員 

吉川 裕：日本海洋学会 評議員 

吉川 裕：日本海洋学会 論文賞選考委員会委員 

吉川 裕：日本地球惑星科学連合 代議員 

 

◇ 非常勤研究員・非常勤講師等 

風間卓仁：京都工芸繊維大学非常勤講師 集中講義「地学実験」, 2021 年 9 月 22–24 日. 

久家慶子：国立研究開発法人建築研究所・国際地震工学センター研修講義「Earthquake Source Process」, 

2022 年 3 月 28 日-30 日 

佐藤活志：同志社女子大学 嘱託講師 

田上高広：日本原子力研究開発機構 研究嘱託 

野口高明：国立極地研究所 客員教授 

原田裕己：大阪電気通信大学非常勤講師 集中講義「地学実験」, 2021 年 10 月 30 日, 11 月 27 日, 12 月 4 日, 

11 日, 18 日 

渡邊裕美子：同志社女子大学 嘱託講師 

 

◇ 招聘研究者・客員研究者 

 

◇ 受けた招聘 

 

付録 4．助成金 

◇ 競争的資金・助成金等 

（地球物理学分野） 

安藤 慧（代表）: 電離圏下部における金属イオン層の形態と動態に関する数値的研究, 科学研究費・特別 

研究員奨励費(令和 3 年度-令和 4 年度), 令和 3 年度 800 千円 

石岡圭一（代表）：高速な 3 次元スペクトル大気大循環モデルの構築と大気力学研究への新たなアプロー

チ, 科学研究費補助金, 基盤研究(C)（令和 2－5 年度）, 令和 3 年度 700 千円 

風間卓仁（代表）：広帯域重力観測を用いた活動的火山における質量変動プロセスの把握, 京都大学教育研究

振興財団・研究活動推進助成, 令和 3 年度 1,000 千円. 

金子善宏（分担）：時空間マルチスケールモデルからの予測：大規模計算と Slow-to-Fast 地震学, 科学研

究費助成金, 学術変革領域研究(A)（令和 3 年—令和 7 年度）令和 2 年度 1200 千円 

小谷 翼（代表）：彗星における低域混成波及び水イオン加速に関する大規模粒子シミュレーション, 京都

大学大学院教育支援機構奨励研究員(2021 年 10 月-2022 年 3 月), 200 千円 

小谷 翼（代表）：京都大学大学院教育支援機構プログラム事業統括配分経費(2021 年 10 月〜2022 年 3 月) 

1,656 千円 
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根田昌典（代表）：海面からの運動量輸送に起因する海上風鉛直構造変化の評価，科学研究費補助金基盤研

究（C）（一般）（令和３年－５年度），令和３年度 2,000 千円 

根田昌典（代表）：沿岸波浪と GNSS 反射信号との対応関係の観測, 九州大学応用力学研究所全国共同利用

研究経費, 令和３年度 197 千円（九州大学での執行） 

根田昌典（代表）：波浪に伴う海面直下の流速の変化の精密観測,愛媛大学沿岸環境科学研究センター共同

利用・共同研究拠点「化学汚染・沿岸環境研究拠点」共同研究, 令和３年度, 100 千円（愛媛大学

での執行） 

齊藤昭則（代表）：船舶搭載用の大気光・オーロラカメラ開発による電離圏における観測空白域の解消, 科

学研究費・挑戦的研究(萌芽)（2019 年度-2021 年度）, 2021 年度 900 千円 

坂崎貴俊（代表）：大気自由振動モード群の生成・維持・減衰機構の解明, 科学技術研究費補助金, 基盤研究

(C)（令和 3–5 年度）, 令和 3 年度 1500 千円 

重 尚一（代表）：GPM 時代に対応した GSMaP アルゴリズムと SLH アルゴリズムの改良, 受託研究費（宇宙

航空研究開発機構）（令和 3 年度）1022 万円 

重 尚一（代表）：インドネシア気象レーダ網観測の高精度化と衛星降雨推定手法開発への応用, 科学技術研究

費補助金, 国際共同研究強化(B)（平成 30–令和 3 年度）, 令和 3 年度 320 万円 

重 尚一（代表）：衛星搭載降雨レーダと雲解像度モデルによる小規模急峻地形の降雨への影響解明, 科学技術

研究費補助金, 基盤研究(B)（平成 31–令和 3 年度）, 令和 3 年度 340 万円 

重 尚一（代表）：中高緯度の海岸域における降水の気候学的特性, 千葉大学環境リモートセンシング研究セ

ンター共同利用研究, 令和 3 年度, 112 千円（千葉大学での執行） 

清水以知子（代表）：多相固体包有物を用いたプレート収斂域深部流体の組成復元, 科学研究費基金・基盤

C 平成－令和 4 年度）, （平成 3 年度 600 千円）. 

清水以知子（分担）：より現実的な断層面ダイナミクス, 受託金・災害の軽減に貢献するための地震火山観

測研究計画（東京大学地震研究所）（令和 1－5 年度）, 配分額 300 万円（令和 3 年度 423 千円） 

田口 聡（代表）：アルベーン波が生み出す極域超高層大気の準定常現象の解明, 京都大学教育研究振興財

団助成金,  2021 年度   1000 千円 

原田裕己（代表）：MAVEN 観測による火星電離大気流出における磁気リコネクションの役割の解明, 科学研

究費・若手研究（2019 年度-2022 年度）， 2021 年度 600 千円  

原田裕己（分担）：International study of responses of atmospheric escape from Mars against extreme solar events, 

科学研究費・国際共同研究加速基金・国際共同研究強化(B)（2018-2022 年度）， 2021 年度 500

千円 

向川 均（代表）：成層圏における惑星波下方伝播生起メカニズムの解明と対流圏への影響評価, 科学研究費

補助金基盤研究(B)（平成 30–令和 4 年度）, 令和 3 年度 260 万円 

吉川 裕（代表）：波成二次循環の水槽実験, 九州大学応用力学研究所全国共同利用研究経費, 令和 3 年度 221

千円（九州大学での執行） 

吉川 裕（代表）：海洋表層における波・流れ相互作用：力学の新展開と混合特性の全球評価, 科学研究費補助

金基盤研究(B)（一般）（令和元年–3 年度）, 令和 3 年度 900 千円 

吉川 裕（分担）：ジオラマ・パノラマ環境下における有害赤潮藻の集積アルゴリズムの解明, 科学研究費補助

金学術変革領域研究(A)（令和 3–令和 6 年度）, 令和 3 年度 5225 千円 

 

（地質学鉱物学分野） 

伊神洋平（代表）：太陽風照射下における鉱物中の欠陥－水素相互作用と天体表層物質進化, 科学研究費・

若手研究（令和 2–4 年度）,  700 千円  

伊神洋平（分担）：マントルかんらん岩の絶対年代測定：カンラン石のニュートリノ年代測定法の開発, 科

学研究費・挑戦的研究(萌芽) （名古屋大学・加藤 丈典）（令和 2–4 年度）, 400 千円 

伊藤正一（分担）：基盤研究（A）先端中性子結晶学と局所質量分析による地球内部水素の研究 科学研究

補助金 （400 千円） 

伊藤正一（分担）：基盤研究（A）地球外核・内核の伝導特性の実験的制約による地球熱進化の理解 科学

研究補助金 （1,500 千円） 

伊藤正一（分担）：基盤研究（A）隕石ナノ粒子の大規模化学マイニング 科学研究補助金 （1,050 千

円） 

伊藤正一（分担）：基盤研究（B）ナノスケール物質解析による断層の高速摩擦弱化機構の解明 科学研究

補助金（150 千円） 

伊藤正一（分担）：基盤研究（B）核－マントル間の炭素同位体分別係数の決定：地球内部炭素循環の解明

に向けて 科学研究補助金（300 千円） 
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伊藤正一（分担）：基盤研究（B）地球最古の鉱物に保存された微小包有物から地球の水の起源を読み解く 

科学研究補助金 （700 千円） 

生形貴男（代表）：外殻性頭足類の個体発生軌道の進化形態学, 科学研究費補助金・基盤研究（C）（令和

2–4 年度）, 80 万円 

奥村翔太（代表）：石基輝石晶相の再現実験に基づく桜島大正噴火における火道流の時空間ダイナミクスの

推定, 2021 年度深田研究助成, 499 千円. 

河上哲生（代表）：情報・システム研究機構 国立極地研究所 一般共同研究 「東南極セール・ロンダー

ネ山地における下部地殻流体活動の温度―圧力―時間条件の精密解析」（代表・河上哲生）158

千円（2021 年度） 

河上哲生（代表）：平成 31 年度—令和 4 年度 科学研究費基盤研究（B）「大陸衝突帯下部地殻における塩

水流体活動の実態解明」（代表） 17,550 千円 (直接経費 : 13,500 千円、間接経費 : 4,050 千円) 

河上哲生（分担）： 2018 年度－2021 年度 科学研究費国際共同研究強化(B)「ヒマラヤ山脈前縁における 2

大河川系の成立とその変遷」（分担、代表・吉田孝紀）分担金 200 千円（2021 年度） 

河上哲生（分担）：2016 年度－2021年度 情報・システム研究機構 国立極地研究所 プロジェクト研究 

「極域における固体地球の進化と応答」（代表・野木義史）分担金 0 円 

佐藤活志（代表）：小断層群から複数の摩擦係数を分離検出する応力逆解析法の開発，科学研究費補助金・

基盤研究（Ｃ）（令和 3 年度–令和 5 年度）令和 3 年度 1,170 千円 

下林典正（代表）：最先端分析により明治・大正期の古典的鉱物標本を再評価する, 科学研究費・基盤研究

（C）（令和 2–4 年度）,  900 千円 

鈴木康太（代表）：令和 3 年度－令和 4 年度 特別研究員奨励費「超高温変成岩の昇温過程の変成温度－圧

力－時間－溶融履歴の構築」（代表）1,500 千円（直接経費 : 1,500 千円） 

田上高広（代表）：地質環境の長期安定性評価に係る地形・地質・断層調査技術の高度化に関する共同研

究，国立研究開発法人日本原子力研究開発機構との共同研究（2021 年度），300 万円． 

田中凌悟（代表）：房総半島更新統上総層群における混濁流・土石流ハイブリッド堆積物の微細組織解析，

深田野外調査助成（令和 3 年度）, 15 万円 

高谷真樹（代表）：ガリウム合金を用いた新しい表面分析用試料包埋手法の開発. 科学研究費補助金・奨励

研究（令和 3 年度）, 440 千円 

堤  昭人（代表）：ナノスケール物質解析による断層の高速摩擦弱化機構の解明，科学研究費補助金・基盤

研究(B)（一般），（2020–2022 年度）,2021 年度配分額 170 万円. 

堤  昭人（分担）：Slow-to-Fast 現象の物理化学プロセス解明，科学研究費補助金・学術変革領域研究(A)，

（2021–2025 年度）(海洋研究開発機構・濱田洋平)，2021 年度配分額 165 万円. 

成瀬 元（代表）：タービダイトは地震・津波を記録するのか？：深層学習逆解析による解明, 科学研究費補

助金・基盤研究（B）（令和 2–5 年度）, 340 万円 

野口高明（代表）： 学術変革領域研究（Ａ） 小惑星リュウグウの二次鉱物と有機物：水質変成時の相互作

用と太陽風照射の影響の解明 令和 3 年度 1,900 千円 

野口高明（代表）： 基盤研究（A） 彗星塵とされてきた宇宙塵は彗星起源なのか？：分析と分光観測から

のアプローチ  令和 3 年度 6,000 千円 

野口高明（代表）：国際共同研究強化（B） ナノビームを用いた小惑星リュウグウ試料の研究：C 型小惑星

の宇宙風化の解明に向けて 令和 3 年度 4,200 千円 

松本 徹（代表）：宇宙風化模擬実験から探る、太陽系小天体表面の有機物の化学進化, 科学研究費・若手研

究（令和 3–5 年度），1,700 千円 

松本 徹（代表）：小惑星リュウグウの表面で独自に進行した有機物進化の解明, 科学研究費補助金・学術変

革領域研究（A）公募研究（令和 3–4 年度）, 2,000 千円  

三宅 亮（代表）：鉱物微結晶の構造・形態, 寄付金・学術研究助成金（令和 3 年度）：2021 年度総額 1,090

千円 

三宅 亮（代表）：電子線を用いた水素の高圧その場観察：地球深部の水循環の解明, 科学研究費補助金・基

盤研究（A）（令和 2–5 年度）,   5,000 千円 

三宅 亮（分担）：ナノスケール物質解析による断層の高速摩擦弱化機構の解明, 科学研究費補助金・基盤研

究（B）（令和 2–6 年度）（京都大学・堤昭人）,  150 千円 

三宅 亮（分担）：ナノビームを用いた小惑星リュウグウ試料の研究：C 型小惑星の宇宙風化の解明に向け

て, 科学研究費・国際共同研究加速基金（国際共同研究強化（B）） （令和 1–4 年度）（ 京都大

学/九州大学・野口高明）,   900 千円 

三宅 亮（分担）：太陽系始原物質形成・進化の統一モデルの構築, 科学研究費補助金・基盤研究（A）（令

和 2–6 年度）（立命館大学・土山 明）,  2021 年度総計 1,000 千円 
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三宅 亮（分担）：微小領域質量分析から探る地球のストロンチウム同位体進化の解明, 科学研究費補助金・

基盤研究（B）（令和 2–6 年度）（ 国立極地研究所・外田 智千）,  300 千円 

渡邊裕美子（代表）：樹木年輪の年層内セルロース酸素同位体比による 高時間分解能 水文プロキシの構

築，科学研究費補助金・基盤研究Ｃ（2021-2023 年度），169 万円. 

 

◇ 受賞 

安藤 慧：日本地球惑星科学連合 2021 年大会 学生優秀発表賞 

大井川智一：理学研究科銀楓賞, 2022 年 2 月. 

奥村翔太：日本鉱物科学会 2021 年年会研究発表優秀賞, 2021 年 9 月 18 日. 

奥村翔太：日本火山学会 2021 年度秋季大会学生優秀発表賞, 2021 年 11 月 30 日. 

菊地一輝・成瀬 元：日本堆積学会 2021 年オンライン大会最優秀発表賞, 2021 年 11 月 14 日. 

鈴木康太：日本地球惑星科学連合 2021 年大会学生優秀発表賞, 2021.07.12 

鈴木康太：日本鉱物科学会 2021 年年会研究発表優秀賞, 2021.09.18 

原田裕己：地球電磁気・地球惑星圏学会大林奨励賞, 2021 年 11 月. 
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